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おわりに

震災直後、千年に一度といわれていましたが、本誌刊行時、実は「数百年に一度」とされる
東日本大震災に遭遇し、東北在住の多くの方々が安寧の時を失いました。甚大な被害を受け、
今なお心身ともに苦闘を続けておられる方々には、本誌編集部一同、心からお悔やみを申し挙
げます。
この冊子では、震災直後から病院スタッフが如何に行動し、意外に身近にあった災害から

「日常」を如何にして取り戻そうとしたかの数週間の軌跡が示されております。
この冊子には、当院職員が、災害を生き抜く被災者として、医療者としての職業意識をもっ

た専門職として、さらに赤十字の誇りを掛けた一人一人として、どのように行動したかの記録
を残すことができました。この記録の中にちりばめられている言葉からは、病院スタッフそれ
ぞれが心に秘めている職責に対する「高い志」と、それを理解し、危急時に職員を送り出して
くれたご家族の深い理解を読み取ることができると思います。
院外に派遣された赤十字救護班に関しては、院内で病院機能を「日常」に早く戻そうとして

力を尽くした多くのスタッフに支えられ、はじめて院外活動が可能となったことを加えておき
ます。
また、今回の災害は、東北の一病院である当院にも国内外からの多大なご関心・ご支援を示

して頂き、世界との「絆」を病院職員一同、再確認することができた機会でもありました。
今回の災害では、「想定外」が随所で言われてはいますが、当院では、数年来の訓練と、そ

れ相応の結果が示されたと思っております。どのような形であれ、「災害」は常に身近にある
ことを胸に、この冊子の記録が、今後の災害時対応を考える上での参考の1つにでもなれば、
多くの悲しみの中、望外の幸せであります。
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編集後記
事務部長　松本　和夫

平成23年3月11日午後2時46分に発生した東北地方
太平洋沖地震による東日本大震災から10ヵ月、宮城
県の死者数は9,506人、行方不明者は1,861人になり、
全国12都道府県では死者数15,844人、行方不明者
3,450人になっています。（平成24年1月5日現在・警
察庁まとめ）
多くの人命、財産を奪った巨大地震、津波、そし

て原子力発電所の事故による被害とそれによる苦悩
が日本社会を覆っているように思います。
復旧、復興には多くの時間、労力、資金そして国

民の結束協調が必要と考えています。大震災後、プ
レス、マスコミで「絆」という文字がよく使われる
ようになりました。地域の偏った考えや言葉だけで
はない本質的な絆が、今問われているのではないで
しょうか。そして復興された後も絆が継続されるこ
とを切に願うものであります。

大震災後、被害調査が行われる中で、歴史上の震
災が注目され、残されている史跡、神社建造物、過
去の災害記録が、私たちに多くの事を教えてくれて
いたことが伝わっています。過去に学ぶと言うこと
でしょう。
昭和53年6月12日発生の宮城県沖地震については、

昭和58年11月発刊の仙台赤十字病院誌「宮城県沖地
震の状況と教訓」に簡単な記録が残されています。
そこで、このたびの大震災における当院の発災か

らの活動状況を次の世代に伝え、危機管理の資料と
して「東日本大震災記録集」を発刊する運びとなっ
た次第です。

発災当時を顧みますとそれぞれ断片的な記憶はあ
るものの、時系列に関連してまとめることの難しさ
がありました。また、災害対応業務に就いている時
には、当面の対策に追われ、後に記録にまとめるよ
うなことまでは念頭になかったように思います。そ
のような中で当院職員が残していた被害状況、災害
対応活動をまとめられた災害対策小委員会各位のご
努力、ご協力、更に玉稿をいただきました皆様のお
力添えに厚く感謝致しているところでございます。

東日本大震災に際し記録集に掲載した活動が出来
ましたのは、心ある多くの方々からのご支援と励ま
しのお言葉があったことを忘れることはできませ
ん。
当院はこれからも日本赤十字社の一医療施設とし

て、地域の皆様とともに歩んで行けるように精励し
てまいります。
このたびの大震災において、ご支援をいただきま

した、すべての皆様に衷心より厚く御礼を申し上げ
る次第です。


